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ノクラック NBC,NECについて (3)

最近， ゴム製品，特に工業部品関係では， 目的が複雑

多岐にわたっており，その使用条件も厳しくなる傾向に

ある． したがって， ゴムボリマー及び老化防止剤の選択

が重要なボイントと考えられる例えば，異種ボリマー

の配合物同士を接合して製品にする場合に，一方のボリ

マー配合物に含有されている老化防止剤が他のポリマー

配合物へ移行して問題を起こす場合がある．すなわち，

phenyl-2-napthylamine (老 D) や N-lsopropyl-N'-

phenyl-p-phenylenediamine (ノクラック 810-NA相当

品）は， 工ヒ゜クロルヒドリンゴム (CHC)の耐オゾン性

を著しく低下させるり それゆえに，このような老化防

止剤を含有するポリマー配合物をエピクロルヒドリンゴ

ムの配合物に接合する場合には，これらの老化防止剤の

代わりに， Nickeldialkyldi thiocarbamate類（ノクラック

NBC及び NEC)が酸化防止剤，又はオゾン劣化防止剤

として使用される場合がある．

ノクラック NBC,NECなどの Nickeldialkyldithio-

carbamate類の酸化防止機構は，大勝2)によると，ヒド

ロペルオキシドをレドックス的にラジカル分解する作用

であるとのことである．

一方，アミン系及びフェノール系老化防止剤の酸化防

止機構は，通常．ペルオキシラジカルの安定化剤として

作用するり

これらの作用機構の違いは，当然，化学構造の違いに

よるものと思われる．

ところが，上記の大勝門こよると， Nickeldibutyldithio-

carbamate (ノクラック NBC相当品）は， Nickeldiethyl-

dithiocarbamate (ノクラック NEC相当品）よりもヒド

ロペルオキシド分解剤して効果が優れているとのことで

ある（表ーI).

表— I *Ni-R-DTCによるテトラリンヒドロペル

オキシドの分解における速度定数(50℃)

*Ni-R-DTC k'0 (M-2sec―1) 
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*Ni-R-DTC: Nickel dialkyldithiocarbamate 

そこで，老Dと比べて， SBRにおけるノクラック NBC

及び NECの弊社での性能検討結果を今回紹介する．

ムーニースコーチ試験， レオメータ加硫試験，老化試

験及びオゾン試験の結果をそれぞれ（表—2, 3, 4)に示した・

ノクラック NBC及び NECは，老Dよりも多少ムー

ニースコーチ及び加硫速度を速めている（表ー2). 熱老化

防止能においては，ノクラック NBC及び NEC2phr配

合の場合は老D (2phr配合）と大差ない（表ー3).耐オゾ

ン性については，ノクラック NBCが優れた性能を示し，

次いでノクラック NECであり，老Dは無添加と大差な

く，耐オゾン性はほとんど認められない（表-4). ノクラ

ック NBCとノクラック NECの耐オゾン性の傾向は小

谷ら4) による研究と同-であった．

以上の結果から，ノクラック NBCとNECは熱老化防

止能において，ほぼ同一性能を有していると考えられる．

ノクラック NBCは CR配合物において，スコーチ安

全性に優れ， しかも良好な耐オヅン性を示す•>.
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実験， SBRにおけるノクラック NBC及び NECの性
能検討

1. 試料 配合量 [phr]

I. ノクラック NBC
2. // 
3, ノクラック NEC
4. // 
5, フェニールー2-ナフチルアミン（老D)
6, 無添加

2. 配合

SBR (JSR 1502) 
ステアリン酸
酸 化 亜 鉛
HAFブラック
硫 黄
ノクセラー MSA
試料（老化防止剤）
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3. ムーニースコーチ試験

試験条件： JIS K 6300-'74に準拠. ML-I, 135°C 

4. レオメータ加硫試験

試験条件： SRIS 3102-'77に準拠，東洋精機製オシレ

ティングディスクレオメーター使用，試験温度150℃

ローター（ゆ 30mm), 振幅 30, 振動数 6cpm. 

表ー2 ムーニースコーチ及びレオメータ加硫特性

>
ムーニースコーチ試験 レオメ 0タ℃加

試 料
ML-I 135℃ 硫試験15

V m I 16 I t,6 I l,iso MHF It'(10) I t'.(90) [phr] [kgf・cm] c 

ノクラック NBC I 45 24'1011 3214111 8'31" 42.0 13'10" 25'20" 

” 2 43 22'40" 3l'51" 911111 42. I 12'30" 23'40" 

ノクラック NEC I 45 22'15" 3010011 7'45" 43.3 11'30" 21'50" 

” 2 43 22'35" 30'29" 7'54" 42. 9 ll'4011 22'20" 

老 D 2 41 29'03" 36'0I" 6'5811 40亀 9 14'3011 26'00" 

無添加 牡 2815611 3614511 7'49" 42.6 1414011 26'3011 

5. 老化試験

試験条件： JIS 6301-'75 に準拠，老化温度 120℃,

6. オゾン試験

試験条件：スガ試験機隊製低温型オゾンウェザーメー

タOMS-I型使用，オゾン濃度 50士5pphm,試験温度

40℃，試験片加硫条件 l50°CX 30min, 試験片の形状短

冊状(140mmX 15mmx2 mm), 標線距離80mm静的

表4 オゾン試験結果

試料
三 伸

ノクラック NBC*(l)
II *(2) 

ノクラック NEC*(l)
II *(2) 

老 D *(2) 
無添加

＊配合量 [phr]
評価の記載方法：例4(A-1).4はき裂
発生時間 (A-1)はその時点での JIS
K 6301-'75評価，ただし（一）はき裂
なし．
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試験片加硫条件 !50°CX 30min, 試験管加熱老化試験

機使用

表—3 加硫物老化特性

麟[h] 
変 化 率 （％） 変 化

試 料

I 
Tu En M100 M200 Maoo Hs 

ノクラック ゜~ (((I 295) I I I 

『l- l (I 28) I I 
- (（（ 83) ） ） 

- (176) 

鳳（窃I

24 -35 193 -44 0 + 60 45 + 64 136 + 3 
NBC 48 -46 166 -54 0 + 88 53 + 100 166 + 5 

*(l) 72 -50 152 -61 0 + 135 66 + 8 
96 -51 151 -65 0 + 182 79 + 9 

ノクラック ゜- 1"'i ) I 
- (! 420) I 

- l I I I 28) I I I 
- （（(84） ） ) 

- (174) 
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24 -30 198 -40 260 + 58 43 + 62 135 + 3 

NBC 48 -37 175 -52 200 + 106 57 +108 175 + 5 

*(2) 72 -48 157 -60 180 + 125 62 + 7 
96 -55 128 -66 150 + 166 73 + 8 

ノクラック ゜-l (270I ) - (! 400) I 
- (I (28! ) I 

- (（ 85） ) - (181) 

.1鼻• "771 ) 

24 -26 202 -37 260 + 58 45 + 67 142 + 2 
NEC 48 -47 151 -60 180 + 104 58 + 4 
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大内新興化学工業株式会社

(88) 


